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臨床応用では､心筋短軸断層像の拡張末期と収縮末

期の円周最大カウントプロフィールを基にして局

所％ＳＷＴを計測し､心臓全体における異常を判定

するための同値をBull'seye表示した。しかし､同

法を虚血性心疾患例に適用したところ､計測精度に

関わる問題として以下の二点が明らかになったた

め､さらにこれを改善すべ<新たな画像処理法を導

入した。

第一の問題は､拡張期から収縮期への心臓のねじ

れ運動によって､観測点がずれることによるアーチ

ファクトの発生(図２上段)である｡そこで､これに

対処すべ<､拡張末期と収縮末期の両プロフィール

を図３のようにcrosscorrelation法により一致さ

せ(ねじれ補正)､％ＳＷＴを計算することにした。

この結果、図２下段のように低灌流部と正常部の間

で生じた同アーチファクトが解消できた｡第二の問

題は､低灌流領域で％ＳＷＴが非常に高く算出され

る傾向であった｡高度な壁運動異常の場合でも％ＳＷＴ

が高く計算されることは､本解析の目的からすると

致命的である。しかし､この原因は主として拡張末

期カウントで補正することに起因すると推測され

たため､我々はむしろ壁厚増加量(心筋短縮量)を指

標とする方法を選択した｡この場合､個人間での投

与放射能の違いがあるため､その影響を拡張末期Bull，s

eye表示内での最大カウントで補正することとし、

最終的に(収縮末期カウントー拡張末期カウント)×

100／拡張末期最大カウントを新しい％ＳＷＴとし

てBull'seye表示した(図４)。この結果、低灌流領

域での局所機能の過大評価は解消された。

今回の我々の新しい画像処理法の信頼性を､左室

造影での局所壁運動と対比して検討したところ(図

５)､正常領域での分散が大きい傾向があるものの、

壁運動の重症度を反映した機能マップが得られる

ことが示された｡個人間比較ではまだ限界があるよ

うだが､個人内での局所壁運動の変化をモーターす

るには適した方法と考えられた｡また､l231BMIPP

やl231-MIBGなどの生化学画像との対比において、

生化学異常の心筋収縮能に与える影響を推定でき

ると考えられた。

１．はじめに

心臓核医学の診断情報において､臨床診断面から

その定量化に対するニーズが強いものは、’）局所

心筋収縮能の計測と２)局所心筋血流量の計測であ

る｡昨今の心筋生化学画像診断法の普及の中で､生

化学異常の機能への影響や､その原因としての血流

障害の関与に関心が高まってきたこともその背景

にある｡そこで本稿では､g9mTc標識心筋血流イメー

ジ製剤を利用した局所収縮機能の評価とl3N

ammoniaPETによる局所心筋血流量の計測への

我々の取り組みを紹介する。

2．左室局所機能解析法

，gmTc標識心筋血流イメージ製剤は､ガンマカメ

ラに適合するエネルギーを持ち(,４０ＫｅＶ)､また半

減期が短いため(６時間)大量投与(740～l11OMBq）

が可能であるという９９mTc標識に由来する利点に

加えて､脂溶性で心筋細胞内に血流依存性に受動拡

散し､主としてミトコンドリア内に捕捉され心筋内

に長時間停留するという薬剤特性のもとで､血流診

断において従来の2.,Ｔｌ法に優る有用性をもたらし

た｡なかでも､ボーラス静注後の初回循環における

心プール像の撮像(First_pass法)や心電図Gated

心筋像の撮像を併用して心機能と心筋血流の同時

評価が行える点には､非常に高い診断価値がある。

我々は､この心電図Gated心筋像に注目して､以下

のような左室局所機能解析のための新しい画像処

理法を考案し､東芝㈱と共同開発した。

心筋Gated像では､心筋壁厚増加による画像の部

分容積効果によって､拡張期から収縮期へイメージ

カウントが増大する現象がある｡この現象を利用し

て､局所心筋において(収縮末期カウントー拡張末

期カウント)×1.0／拡張末期カウントを求め､心筋

短縮率に相当する壁厚増加率(％ＳＷＴ：％systo‐

licwallthickening）として局所収縮機能を評価す

るのが本解析法の基本原理である''2)。

我々は､ファントム実験(図，)により､この％ＳＷＴ

が実際の(収縮末期壁厚一拡張末期壁厚)×1oo／拡

張末期壁厚の値と直線的な相関性を示す成績を得

たことから､同指標の臨床応用を検討するに至った。
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ggmTc標識心筋血流製剤による心電図Gated
心筋像の撮像によるregionalq6systolicwall
thickening（％ＳＷＴ)計測

％ＳＷＴの意義と局所収縮能評価における信
頼性の検討(局所心蜘巴厚を模擬した心llijiファ
ントムによる検討）
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▲図２ 船ＳＷＴのBull'ｓeye表示による左室心筋の局
所収縮能の評価

ねじれ補正前(上段)と補正後(下段）

▲図３ 心筋短軸像の円周プロフィールによる％ＳＷＴ
の計測

心収縮時のねじれ運動によるアーチファクト
の是正（crosscorrelation法の利用）
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▲図４％ＳＷＴの指標としての問題とrelative96SWT
の利用

▲図５ｒｅｌａｔｉｖｅ９６ＳＷＴと左室壁運動との関係
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